
昨
年
は
、平
成
₃₀
年
7
月
豪

雨
や
台
風
₂₁
号
な
ど
の
記
録

的
な
大
雨
、暴
風
な
ど
に
よ
り

西
日
本
を
中
心
に
河
川
の
氾

濫
や
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生

し
ま
し
た
。全
国
的
に
は
死

者・行
方
不
明
者
が
２００
人
を
超

え
る
と
い
う
大
き
な
被
害
と

な
り
ま
し
た
。

今
後
、同
様
の
災
害
、そ
し

て
こ
れ
以
上
の
災
害
が
起
こ

る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
、一

人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
の
向

上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。も
し
も

の
と
き
に
備
え
、自
分
自
身
の

と
る
べ
き
行
動
を
今
一
度
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
平
成
₃₀
年
7
月
豪
雨
に
よ
る
人
的
被

害
等
に
つ
い
て
の
調
査
」か
ら
、犠
牲
者
の

多
く
が
避
難
行
動
を
と
っ
て
お
ら
ず
、特

に
被
害
の
大
き
か
っ
た
、愛
媛
、広
島
お
よ

び
岡
山
県
の
犠
牲
者
の
う
ち
7
割
は
₆₀
歳

以
上
の
人
で
し
た
。

ま
た
、洪
水
の
可
能
性
が
あ
る
地
域
の

居
住
者
で
、避
難
を
し
な
か
っ
た
理
由
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、最

も
多
か
っ
た
の
は「
災
害
の
危
険
性
が
低

い
と
思
っ
た
」で
、災
害
の
リ
ス
ク
を
し
っ

か
り
と
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

水
害
・
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

災
害
リ
ス
ク
を
理
解
し

正
し
く
素
早
い
避
難
行
動
を

昨
年
の
豪
雨
被
害
を
教
訓
に

「
危
険
性
を
知
る
」が

命
を
守
る
1
歩

昨年度の大東市の被害状況
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避難をしなかった理由 （人）

災害の危険性が低いと思った 162

自宅を出て避難する方がかえって危険だと思った 52

雨の降り方や周囲の状況を見て安全と判断した 27

気象情報、水位などから安全と判断した 26

2 階に逃げればよいと思った 18

近所の人が誰も避難しなかった 6

その他 104
（中央防災会議WG資料）



いつどんなとき、避難するの？

これまでは、「気象庁から大雨警報などの防災気象情
報、市町村から避難勧告などの避難情報」というように、
各機関がさまざまな情報を発信していたため種類が多
く、何がどのくらい危険な状況なのかがわからない、とい
う声もありました。

そこでガイドラインが改正され、住民の皆さんがとる
べき行動を直感的に理解できるよう、市町村は、避難情
報に₅段階の警戒レベルを用い「とるべき行動」と「行動
を促す情報」を明確にして提供するようになりました（₅
月末から運用を開始）。

水害・土砂災害の防災情報の伝え方が変わりました
警戒レベルで避難のタイミングを発信します

このような内容で
皆さんに避難行動を
呼び掛けます

土砂災害の危険が
高まったため、

○○地区の土砂災
害警戒区域に

レベル4避難勧告
を発令しました。

開設している避難
所は、

○○小学校です。

十分に注意して、ただ
ちに避難してくだ

さい。

警戒レベル4で
全員避難！

警戒レベル

とるべき行動 防災情報に注意 避難行動の確認 高齢者などは避難 全員避難 命を守る行動を

市から ─── ─── 避難準備
高齢者等避難開始

避難勧告
避難指示（緊急）

災害発生情報
（状況により）

気象台など
から

●警報　●指定河川洪水予報　●土砂災害警戒情報　●大雨特別警報 など

発
表
さ
れ
る
情
報

大雨・台風シーズンを迎えます
今年も大雨や台風による災害が心配されます。特に、道路や側溝に溜まったビニール袋
や落ち葉などのごみは、雨水ますや配管に詰まることで排水が妨げられ、浸水被害の原
因にもなるので、日頃から住まい近くの側溝などの清掃をお願いします。また、台風で被
害を受け、ブルーシートで屋根などを覆っている建物なども、ブルーシートが飛ばないよ
うに、点検をお願いします。
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日ごろの備えはできていますか

防災行政無線
避難に関する情報などを、市内₃₇か所に設置したスピ
ーカーから放送します。

緊急速報メール／エリアメール 自治会／自主防災会広報車

台風・洪水などによる避難時の注意事項
●ライフラインが機能している間に食べ物、飲み物などを準備し、避難する際は、食事など
を持参してください。
●開設する避難所は、必ず市からご案内します。全ての公立小・中学校を避難場所・避難所
として開設するわけではありませんので、ご注意ください。

大東市総合防災マップ
災害への備えやいざというときの
行動などを分かりやすく掲載。市役
所などで配布しています！

防災行政無線の内容が
聞き取りにくかった時は

0120-481-574
しんぱい  ごとなし

市ホームページ
避難情報などをトップページの
災害情報に掲載します。

市公式Facebook
避難情報などをFacebookで配信します。ス
マートフォンなどのアプリのほか、ホームペ
ージからも閲覧可能です。

指定緊急避難場所

台風・洪水などの災害が差し迫った時や災害
時において、緊急的に避難し、身を守る場所

指定避難所

災害によって短期間の避難生活を余儀なくさ
れた場合、一定期間の避難生活を行う場所

避
難
情
報
を
得
る

準
備
を
し
よ
う

市
か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
用
い
て
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。災
害
が
発
生
し
た
り
、恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

災
害
情
報
を
得
る
た
め
の
手
段
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　 

避
難
場
所
・
経
路
を
確
認
し
よ
う

市
の
公
立
小
・
中
学
校
を
、指
定
緊
急
避
難
場
所
お
よ
び
指
定
避
難
所
に

指
定
し
て
い
ま
す
。普
段
か
ら
最
寄
り
の
避
難
場
所(

避
難
所
）を
確
認
し
、

実
際
に
避
難
経
路
を
歩
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。避
難
場
所
の
一
覧
は
大
東
市

総
合
防
災
マ
ッ
プ
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

3 だいとう　2019（令和元）年8月号



地域の取り組み ～地区防災計画～
「あなたのまち」に災害が起き
た場合を想定し、そのための準
備と災害時の行動計画（「地区防
災計画（通称「ちくぼう」））をみ
んなで作成するとともに、計画
に基づいて訓練を行います。

事業所などの取り組み
～避難確保計画～

高齢者などの要配慮者が利用する施
設では、洪水や土砂災害の発生した場合
に、円滑かつ迅速な避難の確保を図るた
めに必要な訓練やその他の措置に関す
る計画を作成する必要があります。

大災害が発生するとライフラインが途絶え、被災地以外からの救助が到着するまで数日を要します。ご自身や家
族の命を守るために、「非常時の持ち出し品・備蓄品チェックリスト」を活用し、いざというときに備えましょう。

地域や要配慮者が利用する施設や事業所などで、防災の計画（避難、タイムラインなど）を作成したり防災訓
練を行い、いざというときに備えましょう。

非常時の持ち出し品・備蓄品　チェックリスト

貴
重
品

□ 現 金
□ 車や家の予備鍵
□ 予備の眼鏡、コンタクトレンズ
□ 銀行の口座番号・保険契約番号
□ 健康保険証
□ 身分証明書（運転免許証、マイナンバーカードなど）
□ 印 鑑
□ 母子健康手帳

便
利
品
な
ど

□ ヘルメット・防災ずきん
□ 懐中電灯
□ 笛・ブザー
□ 万能ナイフ
□ 使い捨てカイロ・マスク
□ ビニール袋
□ アルミ製保温シート
□ 毛布
□ スリッパ
□ 軍手・皮手袋
□ マッチ・ライター
□ 給水袋
□ 雨具
□ レジャーシート
□ 簡易トイレ

情
報
収
集
用
品

□ 携帯電話
□ 携帯ラジオ
□ 緊急時の家族、親戚、知人の連絡先
□ 家族の写真
□ 筆記用具

食 

料
□ 非常食（備蓄品は最低７日分）
□ 飲料水（１日３リットルが目安）

衛
生
用
品

□ 救急セット
□ 常備薬・持病薬
□ タオル
□ トイレットペーパー
□ 着替え（下着を含む）
□ ウェットティッシュ

そ
の
他

□ 紙おむつ
□ 生理用品
□ 粉ミルク・哺乳瓶
□ カセットコンロ
□ 風呂水
□ その他自分の生活に欠かせないもの

▲計画に関する講演会の様子

問危機管理室☎875・0211

　非常持ち出し品を用意しよう

　　防災に関する計画を作成しよう
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